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部門 花植木 対象 研究 

課題名：ベントグラス品種「チバグリーン B-1」のグリーンへの「シーワイツー」のイ

ンターシーディング技術 

［要約］「チバグリーン B-1」のベントグリーンへの「シーワイツー」のインターシーデ

ィングでは、播種前にサッチング処理、スパイキング処理を併用することで定着率が向

上する。定着率は無播種区を基準に評価できる。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ  インターシーディング、サッチング、スパイキング、シーワイツー 

実施機関名 主  査 農業総合研究センター・生産技術部・花き緑化研究室 

協力機関 有限会社ヤブタ   

実施期間  ２００４年度～２００５年度 

［目的及び背景］ 

近年、ゴルフ場では、グリーンの病害対策、品質向上を目指し、既存の芝生に新品種

の種子を播種するインターシーディング（追い播き）手法を用いた品種更新の取り組み

が盛んに行われているが、確実に定着している例は少ない。一方、千葉県農業総合研究

センターでは、雪印種苗（株）と共同で、種子繁殖性耐病性品種「シーワイツー」を育

成した。今後、本品種の普及を積極的に図るためにも、インターシーディング技術の確

立が重要である。そこで、インターシーディング時の播種品種の定着率向上技術を検討

した。 

 

［成果内容］ 

１ 播種前に切り込み処理（サッチング処理）、穴あけ処理（スパイキング処理）を併用

すると、初期の茎密度が増加し定着率が向上する。定着率の向上には、スパイキング

処理の効果が高い（図１、２）。 

２ 播種前にサッチング処理、スパイキング処理を併用すると、グリーン面の冬季アン

トシアン発生程度は低くなり、冬季緑度は高まる（図３、４）。 

３ 定着率は、無播種区を基準に評価できる。 

 

［留意事項］ 

１ 播種期は、春は４月下旬～５月下旬、秋は８月下旬～９月上旬を目安とする。 

２ 播種量は、コーティング種子で 10～15ｇ／㎡、裸種子で５～８g／㎡を目安とする。 

３ 播種回数は、春と秋の年２回を原則とする。年間の播種回数、その後の追い播き回

数は実生の定着程度によって変わる。 

４ 播種後、砂（直径 0.3～0.5mm）を１L/㎡散布する。 

５ 播種から定着までの約１か月間は、芝生面の乾燥を防ぐため適宜灌水を行う。 



［普及対象地域］ 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

   

［成果の概要］ 
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